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沢田和提さん。湾審諸君や

太陽にほえろ 4∞回記念ゲ
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も
や
っ
て
き
ま
し
ゃ
、
七
月
一
二
日
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七
百
ま
で
の
五
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他
吉
れ
ま
会
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十
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回
言
迎
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七
夕
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つ
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茂
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。職種清掃作業員

・耳浪人員 15人
・質 金 s創 5，200円
・1釘間 目立自~
。畿種薬剤散布作業員
・喜多lI!人員 4人
・主翼 金日宮1 5，200f9 
・WJ r出 7 月 10 1l~

9FJ9日

⑧申し込み
市販の雄燦菌を 6Yl26日ま
でに職員課に提出する。

担当職員輯人軍部

電話23-1111内観 322
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D予
報
誌
を
と
っ
て
い
る
.
市
で
も
、
注
意
書
完
全
O
れ

O

O

が
弱
台
、
昭
紫
験
俗
物
な
ど
い
伊
排
出
す
る
諒
爵

γh対
し
て
負
制
空
強
化
す
る
と
と
も
に
、
広
報
将
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で
お
知
ら
せ
す
る
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市
民
自
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な
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も
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一
被
管
あ
わ
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ぞ
い
た
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と
と
も
に
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熊
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6
月
部
日
ま
で
に
尚
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課
へ
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申

Lが
ま
ず
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し
、
市
政
へ
の
併
頼
回
復
伊
凶
っ

事
作
L
か
が
ぬ
行
散
処
分
に
っ
て
ま
い
P
た
い
と
存
じ
ま
1
自
で

き
手
レ
て
は
、
す
で
に
と
法
知
の
ど
っ
か
山
氏
み
ア
正
d
ん
の
絞
ら
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と
お
担
、
税
引
問
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本
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徹
治
免
合
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力
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印
刷
わ
b
ま
?
ょ
う
、
お
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処
分
注
む
め
、
市
込
書
む
頼
い
申

t
uます
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陸
相
口
議
に
対
し

τも
、
そ
れ
ぞ
れ

幼
続
出
に
詑
駁
し
て
い
る
問
、
五
幅
一

児
の
仙
税
邸
保
内
H
M
糾
が
減
免
さ
れ
る
。
一
税
舶
が
一
万
円
川
町
下
由
世
叶
wa

減
免
に
な
る
の
は
、
六
月
一
日
混
在
一
ゃ
h
~し
、
同
一
世
柑
に
こ
A

市
内
に
居
住
し
、
附
和
五
十
時
四
月
二
一
掃
が
あ
る
掛
合
は
、
そ
れ
ぞ
ふ

臼
か
ら
昭
和
瓦
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
一
割
諜
制
顕
在
合
悼
す
る
。

に
設
ま
れ
た
拍
児
を
持
つ
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説
者
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一
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申
間
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い
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申
掛
先
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線
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に
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保
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納
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収

V
W
F
件
①
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③
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・
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融
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司
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)
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融
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、

9
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叩
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融
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幕徐的
親
も
参
加
し
て
学
校
ご
と
に

生
甲
山
柑
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ヨ
プ
提
問
に
趣
向
を
ζ
や
レ
、
十
四
成
立
古
川
式
在

日
日
よ
り
、
明
和
田
十
咋
か
金
揺
年
立
百
行
っ
た
が
、
大
野
中
学
校
で
は
、
パ

唆
の
け
口
に
、
十
四
成
立
葬
式

ιし
て
市
レ
l
ポ
l
ル
に
自
覚
-
Z応
・
飽
版

制
民
セ
ン
タ
ー
で
開
い
て
主
が
、
今
与
さ

Zの
手
で
宮
、
モ
田

沼
年
か
ら
立
点
印
式
に
改
め
、
各
中
半
世
ポ
1
ル
者
一
使
別
し
て
親
子
的
パ
レ
i

M

出

位

に

捌

か

れ

た

ず

ル

大

室

開

い

て

い

る

。

主

制
削
茎
弐
の
越
国
は
、
十
回
線
と
い
神
削
中
学
校
は
、
十
一
ク
ヨ
ス
の
各

枇

A
e
a人
生
応
お
い
て
大
切
な
代
表
が
そ
れ
ぞ
長
い
の
ζ
と
ば
を

泣
時
別
で
あ
る
か
ら
、
古
式
の
例
に
な
述
べ
た
。

計
ら
い
皇
・
立
予
震
の
一
}
一
つ
の
一
方
、
車
中
学
校
語
、
地
域

彼
自
同
怖
を
号
え
、
「
立
志
白
日
」
白
雪
ぐ
る
み
で
お
祝
い
し
ょ

-E、
実
行

制
言
語
さ
せ
る
と
と
も
に
、
広
告
書
裂
し
て
、
立
苦
完

投
穏
と
し
て
大
き
く
成
設
さ
せ
る
ζ

と
だ
記
念
碑
を
建
立
し
、
中
学
二
作
生

当
者
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
の
手
で
除
時
聖
打
い
、
親
子
で
腕
附

訪
日
は
、
各
中
学
校
思
い
思
い
の
鍛
伐
を
し
て
立
志
式
を
祝
っ
た
。

-
桜
ケ
F
H
八
制
的
州
制
鈍
均
エ
申
ヂ
の
八
一
世
つ
〈
れ
諮
る
と
き
は
ま
〈
ら
も
と
に
一
日
も
伊
〈
股
何
し
て
い
ざ
と
い
予
主
c

m
R
E

一
問
号
制
一
億
六
千
五
日
向
棟
一
既
〈
ぐ
品
い
の
心
掛
え
が
銭
高
な
一
の
た
め
に
切
手
、
ほ
し
い
」
と
結
ん

建
一
式
会
益
拡
尚
喜
一
〈
償
請
中
一
い
か
」
主
計
賀
、
一
般
室
長
一
で
、
午
後
十
時
に
器
っ
た
。

出
常
一
皆
本
大

2

一

ま

っ

た

。

一

提

言

者

を

募

官
一
た
だ
い
ま
市
一
対
開
設
諮
問
一
集
し
て
い
る

一
議
会
開
会
中
一
詩
、
開
い
五
変
え
も
「
ガ
リ
ノ
リ
一
金
田
一
地
区
と
悶
崎
地
区

一
六
月
定
例
単
語
、
六
月
八

E
一
ジ
ス
タ

y
Zプ
ロ
タ
ガ
ス
安
あ
一
市
民
の
つ
ど
い
は
、
意
書
れ
る
み

渡
氏
一
聖
書
れ
、
主
谷
ま
で
議
長
一
史
書
簡
は
」
な
ど
心
配
な
聖
堂
一
な
さ
ん
が
お
亙
い
に
警
合
い
量
的

苦

一

る

ζ
と
に
な
っ
て
い
る
a

一
向
ま
た
、
久
保
苧
ん
は
「
い
つ
も
来
て
い
た
だ
〈
も
の
で
、
揺
し
合
い
が
ス

鍛

一

今

回

は

、

車

中

年

軍

関

長

τ理
事
ち
で
お
い
た
淀
川
で
ふ
い
一
ム

1
2
7ょ
う
、
書
昆
号

制
鵠
一
器
開
擁
壁
投
手
是
露
呈
の
話
。
襲
は
井
戸
空
掘
る
必
需
一
て
い
た
子
大
地
銀
の
経
験
宮
防
災

都
豊
一
例
の
一
部
改
正
む
や
仮
称
東
部
栂
祉
晶
一
あ
る
の
で
は
」
「
学
校
ぜ
証
の
プ
ロ
ッ
一
に
対
す
る
鐙
富
者
を
募
鎚
し
て
い
る
a

一
館
空
語
放
す
る
「
工
事
務
れ
契
約
」
な
一
ク
ペ
い
の
調
査
の
は
揮
を
」
「
二
倍
強
一
今
回
は
、
金
問
地
区
と
悶
蹄
地
区
。

門
聖
護
軍
含
敬
語
通
費
喜
一
億
託
手
書
万
円
吉
、
土
ハ
案
件
選
出
書
れ
て
い
る
。
一
て
の
雪
量
護
ハ
か
わ
ら
)
量
一
門
書
地
区

マ
費
張
関
本
…
間
前
一
株
式
意
思
工
務
自
(
平
需
程
一
円
E
れ

か

ら

白

一

口

語

一

わ

な

い

さ

な

ど

署

員

向

一

V
日
時

7
月
首
〔
水
)
午
後
J
U
時

V
附

設

員

長

小

林

線

一

一

目

的

〉

一

マ

6
月間
M
U
M
-
認
H
U

一
市
長
は
、
ζ

れ
ら
む
伐
間
に
て
い
ね
一
か
ら
防
九
時
一
一
一
十
分
ま
で
。

マ
委
員
飯
出
前
列
、
課
一
郎
、
藤
一
ふ
語
学
襲
重
量
工
事
〔
監
査
結
〈
総
括
話
)
一
い
に
答
え
な
が
ム
一
も
、
「
地
開
明
者
マ
議
書
公
民
館

開
語
、
片
詩
夫
、
自
室
、
後
一
策
〉
務
豊
富
熔
一
一
一
千
世
自
高
一

vAm臼
襲
警
護
金
一
の
は
な
ん
と
い
っ
て
も
火
災
、
支
の
一
門
岡
崎
選
同

需
彦
、
類
一
一
一
郎
、
内
壁
一
、
伊
一
義
・
庇
特
集
間
企
業
悼
を
壁
一
帯
量
翼
由
一
一
四
ぜ
ん
は
必
ず
臨
め
て
ほ
し
い
。
ま
た
マ
日
時

7
月
初
日
午
後
記
か
品

費

治

一

震

基

話

霊

感

・

豊

富

区

一

V
6月
音
響
民
生
重
品
一
欝
班
家
事
発
令
書
れ
て
有
物
産
一
九
時
一
-
一
十
分
ま
だ
。

関
白
書
議
築
護
金
敬
称
随
一
拝
奇
話
役
株
式
会
社
命
事
前
一
事
摩
書
晶
一
一
日
前
問
題
芳
放
出
す
ま
aフ
デ
パ
一
マ
議
岡
崎
公
民
錨

マ

貫

匂

-A
笥

高

久

語

、

横

山

一

貫

蝿

)

一

マ

6
月
宮
本
合
空
室
長
報
告
一

114義
君
主
い
契
約
し

τあ
る
一
議
事
担
六
月
一
ニ
十
回

襲
、
小
林
良
治
、
間
藤
一
、
高
橋
会
主
八
隅
襲
撃
工
事
そ
宅
一
議
決
〉
一
の
て
物
量
い
あ
ま
な
い
立
ほ
し
一

S
L込
み
市
広
報
燦
市
誌
の
つ
ど

雪
、
奥
山
附
治
一
塁
金
額
一
億
一
一
手
五
百
五
十
万
何
一
※
事
読
書
官
れ
た
い
在
、
豆
ど
と
、
語
い
し
た
。
特
に
「
神
間
山
一
い
冊
「
一
匹
平
塚
市
浅
野
九
l
ご

主
義
買
契
約
の
締
結
同
一
昔
建
設
株
式
書
聖
書
(
横
一
議
会
事
務
局
へ
お
い
喜
一
地
在
ま
富
士
防
災
組
襲
撃
さ
一
へ
、
君
、
住
所
、
年
齢
、
書
室

・
勝
以
小
山
学
校
校
A
H
新

増

鈍

工

事

〈

題

一

沢

市

中

区

山

下

町

〉

れ

て

い

な

い

と

ζ

ろ
が
多
い
の
で
、
一
一
入
の
う
え
申
し
込
む
。

5月初日〈火〕
午後7符-9跨30分

。会場城島公民館

民日程11'変更にな白ました.お!溜溶いの
ないように。 (g主受前5月29日〉

事普

定::盈

fトローんを鶴く
市へのご意見や要望、苦情など

があったらお気経にお取かけを 0

6!lの日程

分5
 
3
 
時

〉
寸
鎗

体
時
史

民
般
公

qw
午

引
削

i

沼

7

金
崎
明ム官

。

時<>8 

担当広報揮広聴時寓話 23-1111



-ーー........ 
毎
年
、
率
と
も
な
れ
辺
警
控
族
の
行
駒
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
市
民
に
迷
磁
空
か
り
る
不
法
行
為
竜
行
っ
て
い

る
む
が
出
晶
状
で
あ
る
。
そ
一
と
で
、

E
れ
か
ら
多
〈
な
る
暴
卓
也
付
為
を
防
止
す
る
た
め
、
平
塚
欝
察
署
で
は
、
七
月

十
五
百
ま
で
を
「
議
襲
撃
対
情
強
化
期
間
」
と
指
定
主
。

ζ

れ
は
、
霊
祭
と
誌
に
類
似
す
る
若
年
ド

ラ
イ
バ
ー
の
無
様
運
転
を
根
絶
す
る
た
め
、
取
り
締
ま
D
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
近
、
救
急
車
が
タ
ク
ジ
i
代
b
b

世
間
つ
て
は
い
け
な
い
と
吉
岡

に
乱
尽
き
金
宮
、
母
L
制
帰
方
法
が
①
緊
急
に
揃
迭
す
る
心
喪
の
な
い
錦
病

わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
時
同
聞
を
蕊
じ
て
者
。
②
タ
ク
ジ
I
、
マ
イ
カ
ー
で
制
法

大
事
に
な
っ
た
P
し
て
い
る
。
で
き
る
傷
病
者
。
①
法
廷
反
政
柄
、
糟

救
急
車
は
、
市
民
自
命
を
救
う
大
切
神
病
患
者
(
原
則
と
し
て
、
開
鶴
間
ゃ

な
も
の
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
利
用
で
響
盟
国
習
が
取
D
扱
う
)
。
@
鋪
欝
白
な

き
争
ょ
う
、
認
し
い
救
愚
串
白
使
い
方
い
単
な
る
泥
酔
者

聖
心
が
け
ナ
ほ
し
い
。
門
教
急
車
を
碍
ぷ
と
醤
は
〕

ーレ

タ
ク
シ

i
代
わ
り
は
踊
る

門
敢
懇
車
は
こ
ん
重
量
伝
馬
容
な
し
の
「
一
一
九
番
」
。
次
の

①
火
災
、
地
銀
、
畢
風
間
な
ど
の
災
四
百
一

ιと
を
簡
開
樹
僚
に
お
ち
つ
い
て
。

に
よ
る
揖
約
者
が
出
た
と
き
@
窃
交
遜
①
迎
絡
事
田
氏
名
と
慾
話
認
号
。

φ
所

事
故
、
釈
な
P
H
ム
冊
目
出
入
り
す
る
崩
在
、
自
舗
、
階
輔
、
室
寝
号
。
(
呂
措

所
で
銅
線
者
が
出
た
と
き
。
①
糧
内
で
の
な
い
と
ζ

ろ
は
、
車
内
人
世
出
す
〉

起
き
た
寧
故
。
た
と
え
ば
ガ
ス
中
間
、
@
P
え
な
事
故
か
。
④
構
病
者
の
数

や
け
《
箆
持
立
E
由
と
き
、
は
が
ド
と
性
別
、
年
齢
な
ζ
①
綴
約
者
自
状

搬
出
単
品
副
が
な
い
と
き
。
態
。
状
況
。

、p
ヲh

今
年
度
に
入
D
、
市
内
で
す
で
東
南
ア
ジ
ア
カ
掻
へ
旅
行
レ
た
人

に
4
件
。
郡
荊
が
邦
字
レ
だ
特
が
旅
先
で
感
仇

H
K
E
Dと
思
わ

に
、
こ
れ
か
島
梅
雨
の
時
期
と
な
れ
、
帰
崎
直
後
発
病
レ
、
収
容
在

D
、
伝
染
病
問
発
生
し
や
す
い
条
れ
て
い
る
.

計
げ
が
路
っ
て
〈
る
。
近
年
、
消
化
外
向
旅
行
ブ
ー
ム
で
薦
問
プ
ジ

鉛
伝
染
病
は
配
粧
を
ひ
そ
め
て
吾
て
ア
方
面
へ
出
か
け
る
人
が
多
〈
な

い
る
が
、
体
調
長
十
分
な
枠
組
組
っ
て
い
る
が
、
旅
立
若
葉

を

.

・

な

ま

駒

は

と

ら

な

い

よ

う

気

を

ま
た
、
最
近
の
伝
染
病
出
発
往
つ
け
て
但
し
い
。
ま
た
、
帰
国
の

は
、
外
問
旅
行
者
が
持
ち
帰
っ
て
と
宮
、
障
輯
が
お
か
し
い
と
怠
つ

く
る
も
の
が
事
え
今
年
度
発
生
た
ら
輯
疫
所
主
段
市
館
岡
崎
静
へ

し
た
4
件
由
赤

m
q
い
ず
れ
も
申
し
出
を
.

銅自治金(第三日告〉

治自沢宙下胎
輪
自

由
沢

沢
吉

吉

中

高

上

E金問地区1
7月 4日〈土〉

7月 7日 E火〉
7月 8日〈京〉

7月 98(木〉
I開原地区3
7月10日(金〉・ 11日 C土:)

合金

大帯分自治会

大J正子分自治晶

惣領分自治会、上惣領自治

金

背掛包柏会

大久保自治会

1む久時自治晶、中久保自由
晶

6月26臼〈金〉 堀之内自治晶
6月27日 C土〉 千須谷宮治虫、錦之内自治

品、相下自治晶

6Pl2913 (月〉 太白自治虫
6月初日〈火〉・ 7月 18(7J() 

金

広111自治虫
真吾H託部自治虫、真白沼郡
白柏会

片問自治

南原町内晶君豊

I中原地底1
7 Pl13日 C月〉 滋宿東町内晶、誕宿羽田7内

金

基礎宿南罰I内虫、草草宿1七担丁内
金

ーと稽東町内会

飯島自治晶、長瀬町内員

長持町内金

入野町内金

寺B縄WJ内虫

床下薬剤散布
[旭地区1
6月158(月〉
E宮沢地底1
6 J116日 (:J()

6 fl17日〈刀O
E土E霊地区1
6月18日仁木〉
6月198(金3
8月初日〈土〉

E金目地底1
6月238(火〉
6H24日〈オ()
6月258(;jC) 

7月2臼(木〉
7月3臼(金〉

7月14臼〈火〉

7JJ158 (京〉

06月21認
午前器時から

Oさき沼は午前7時に花火で予告の合留

O小雨決行、雨天の場合は28日に順延
01育綴するところ
・自宅付近滋路

'広場公鶴など子供ぬ望書ぴ場

'その他公共の場所

王主繍平塚治艶化滋動興施本告書

不用となった冷絞媛、洗濯

機は、演い替えのと書下耳耳

目へと員してくだ語い.

やむを得ないと吉は、燃え

ないなみE霊場にと包さず、市

役所へ連絡して〈ださい。

臨時1:''4扱いで処理しますa



第24白平壇市盤上競技大企7明、 5
月31臼、部南海庫公園で弱かれた。
ζれは、市民スボ-y白普及と体力
白向上のため、早壇市段上競技協合

i;i主催で毎年仔っているも泊。今回
は、市内申事業所、高校など22，子}

ム、約 150名の選手が委参加し、間棋
を燦fフ広げた。
競技に臨む選手たちは、躍鰐運動

』こ余念な〈、そ白星容には、記録にち

ょう戦ずる怒気がみなぎっている。

当日は、男子砲丸投げ、女子60~.:;な

ど5割自に大企新記録、日cろの糟
滋が結実した。

自探を持たない入閣は、1!iいやす

いと譲われる。常に自己の限界にち

ょう較している選手たちの顔は、い

きいきしていた。

ょう戦
もやしっ予が長いといわれている務代っ子。でも「わたした

ちはちがうよj と約70人が築まり、段上競技白初揖技術を学ん
だ。子供たちは自慢白健脚で 100むなど思い思い白距離をιな
し、定台高とびゃ走fフ掴とびにちょ惜した。
5月31日に部閉混庫公園で行われた「少年スボ-y教室J.
市内には小学校カ也6校もあるのに、己の臼委参加したのはほとん
ど勝毘初、学校の児童重だった。来年は1校でも多〈白学校から大
勢護参加し、陸上競授になじんでほしい。

受
け
継
い
だ
パ
ト
ン
を
必
死
に
守
る

i??量出ヂjijjiii;iiAfiiipp!???iijjiji?1iii5ii
jifij!??i甘iji!り14jjj!iF311jjjj史;jj!?

;;?!jj守 !ji!
ijj臨時jiiiii融2215j立堅持部地点556言語jji?

1 8 

く〉調設織問

7月 1自-8sl3IE
午釣10時~午後4時30分

。入場料

・高校生1;.上 150円
・小中半生 50F弓

7 自
沼一一一

緩でも自由に完封j用で告る g 種8は軟式

テニス、パレー、パドミY トン、卓球。

パドミントY、車車由三ラケット、シャトノレ、

ポールは各自持事とするa

5月29箆 〈月〉午後 1 時~8 昨春
7月13段(月〉グ
*6月15自に予定していました一般開放は
都合によb中止させていただきます.

なお、運動〈円コ t土ば曹〉と運動ので量
る緩轄で事註kずる乙と.

担当体育醒護軍鍍31-306百
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ぁ・ 5ん 向田邦子

その務お前は何をみたか笹沢左揮

真田太平記 12 池波庄太郎

媛県幻曜 安西篤子

人工の厘 ;!o社夫
盈々の悲しみ 笹本却

冬の111 三好京三

11、説東京農大 竹村篤

深んど 上田三回ニ

i擢弾の射手 高木蝉光

幻怨マーマレ}ド 小泉主宰葺子

モれでも綴はくるよ下森村器

時えた鋼魂上下 佐木隆三三

木鈍 中堅憶子

臼々つれづれ 十返千鶴子

愛の影は長〈 芹沢光措員

法い晶泣い大騒 ノJ噌上左京
旅の拍lJ 古山高鶴雄

輔のたもと 杉本苑子

幻燈 大部次郎

111111車交躍・生，詰l州 11111111111111111111111111111111

私の創作7'/プ!)ケ 宮脇母子

ロマ;/1-'-ノレ作品策 大久器搭稚子

よく効〈豆乳 矢紋禎助

よい医者の見わけ方 京野滋

EEプJl司の秘路 間本f吉荏4
111111社金・副学・その他り1llllll!I!I!IlIHIl

どろんζ半主主記 乙羽信子

関にとって女とは聞か 強弱自居

住き践。の条件 掛山三郎

臼本白地方銀行 戸川日佐茸主

的田信この小説教室 野晶子誠子

車潔板日本語文法 井上ひさし

九パーギプアァプ 長畠茂縫

ヒyトテャ」トの魔術部 f笥砧弘之
逃げるな/親政節 目高悦夫

dJ~/' 

5 
0なんでも椙談コーナ
日むろ疑問に感己ているιと、深〈矢口りた
いζ となど、なんでもと椙説を。

開 7月 48(土) 13時-16時
7月 5臼仁田) 10時-12'時、 13時-16時
。展示解説と結設公開

宮古品展示コ』ナーの解説と、茶室草魅収蔵l翠

などを公開する。所要時間は約1時間。
• 7月4臼 14時、 15時3日分
. 7月 5臼 l由時30分、 13時30分、 15時
。プラネタリウムの鮪料投器

星の世界へむ案内する。当日 9時かb受付
で盤沼野在先着順に配布ナる。 1回30分 0
・7月 48 13時30分、 14時30分、 15時305ケ
・7月 5臼 1四時、 !J時、 12時、 14時、 15時
。践でみる博物館5年の晶由み
摺物書官の行事、調査活秘などのスナップ写

真や展示製作過程の阪国績を展示する。

・3炉開 7月 18-8月初日
・会場 1階部nm品コーナー

乏三三茨主ただいま休宮宮中主去三三三

一部皇室示聖書えと、余E官自殺虫間諜のため、
8月初日まで休館しているa なお、 2281から
26日までは立ち入!J禁止となる。と註乙意在。

女サマーセミナー募集

笈体みに 11白2日の自然観轄と図体生活者
体験する金を跨<.

.1珂臼 8 J'l2 8 (日)-38 (月〉
ー対象 /J~詳 5 年~中学 3 阜の輿女 40人
・締め切'0 7月11日 事数のと告は摘せん
・番参加賀 約

公16ミヮ紋写機操作技術総習会
1人でも多くの方に16"'!]映写機の操作を覚
えていただき、 16ミu映画を利用してもらおう
と認密会夜間く。終了控認定置Eを交甘する 0

・日時 6月26日〈金〉、 27臼 C土〉
9時-16時30:分 (2日間〉

. r愛用テ'1'-スト代 4口C円
・対象一般 40人
持寄ナるもの昼貴、ハサミ、結記用見

甲し込み 6月16日 α() ~'b図I_!jtlg苦羽E

党ヨイブラ!)ーへ〈電話でも可〉。

*こども峡風会

7月128(8) 1口時、 14時
「日本音ぱなしJ (ねずみのすもう、 ζ じ
きのくれたてぬぐい、きつね女房〉カラーア

ニメ 30分、 fグ!)ム重量話J (<つやとιび
とコカラ}入d形アニメ 分。

*t霊界の客総写真展
市内にお住まいの府JII韓民氏~!20年にわた

って収築した中から、世界の客船』こ関する写

真、結は~!昔、ポスターなどの展示会在百目〈

・耳耳目 7 J'l9日仁木)-16日〈京〉
9時-16時50分 06別立15時まで〉

・会場 富田容態2鑓談話室主

なお、 7J'l11日 C土〉は、午控2時1I'b
時閣 3階ホーノレで1ff1l1議震民を議員剥こ拐書、
スライド主上臣従する。

食休館臼 毎週月曜田、月来

女図書欝館 干254浅調書112-41需霊感31-0415

会学童塁体重量シ 1)ーズ

ー縄文こた器吾作ろうー

土:の性質を上手に生活tこ耳宜!J入れ、 t世界で
も比殺のない独特の役鉾を作!J上げた縄文人

の生活む知恵に触れてみよう。

日時 7月29日、 30日 10時-16時
対象小学6年~中学生 20人
・申し込み 7月158までに往復はがきで。

女子台気のアト 1)エ水彩教室

.]拐臼 7 J'l21臼-30日
定問 30人、多いときはま由せん
・内容影eの基礎在学ぶ
・申し込み 5月308までに往復はがきで。

渋ニ土曜叡聖書会

7月25日 高霊童山田寧節むよみ
書Z沼田しお針立博物館受付芭配対している

食星をJlる会 RをJlょう
月齢1自由月を観察する。書加は自由。
・日時 7月11臼 E土) I車時-20時
・揚月号 博物館耕学教護

*!当然綴察会入門講座

一員化石奇翻べようー

大磯・山北の貝イιEヨの援実害・採取と、博物
館でのまとめを行う。

'M耳臼 7月22日、 23目、 258

対象小学4年生以上犯人
・申し込み 7月10臼ま古に往復はがきで。
公博物轄 干254浅賂町12-41電宣言33-5111

*聖子外洛勧誘~会

ーキャンプ技術吾身につけようー

野外活動の珂車民と技術を身につけ、じっく

幻楽しさを味わってみよう。

・1詞8 6月初日、 7J'l4日-5日(l泊〉
・対象高校生以上 20人

会議術教室 イラスト入門

イラストとは怯c自治な自分のJむを表現す
ること。夢と個性を育てよう。

.)lIl8 7月 1日-9月29日臨週火曜日
〈自月と 9J'l158は除<)

・対象青年 20人
・費用桔軒費を負担するα

食 8救急法入門

突然のけが・病安、 ζんなときあわてず処

重量がで詰るだろうか， 思いがけないと吉田た

めに、すぐ波立つ応急必草壁の仕方について覚

えてみよう。

・日時 7月12臼 f火) 1世帯-12時
s対象高校長以上 30.人



程 6月四回、 7J~ lOf3 
揖開健セYタ}

綴 5~7か月の方午前 9時30
~11時部分 7月中に 87う明から満1栽になる
娠 8か月以上のガ午後1時30!お子さんを対量に慨し
~午桂4時 !欝晶溺平車保鍵所講堂

車寄1裁までの'"'ちゃんならどなた);(妊綴8か月以上白方で初めて受け j麟日時 7月10日午後1時初分~
でも受けられる。時間は9時30分tJl:る方は午前中から事加を。翻母子鍵膿寺三市民と鮪記用具を持容

会努対語雪作霊胸益事苦事 k巡算 ζ 六詩雪草府豊富館
長ぷ喜望号54哲字22宮翼管室率三吉きさ暴善重量
ろ t:""間持「位、問、ノ開閉田山部副威凸削胤 γ…計'""-'下

Ujiji!?:;!?jjj;jj;;iz 
詩句巧士号事室長吋討議語官雲母

??ii震計;iH811i語1iii?fi;
義足Z宅病二塁墳義幸容 是正管教雪弓葉襲会議題か
特喜有問教。ヤ京急盟主 司告主室字書志ゐぷ宝鷲め

iをii受12111iii?雪ii!?;ま
芸品言語 ギ星雲時 13 。語 長官番多

法話 e 床苧 01 ・ V V 時 V 開. ~の. V マf):宇マをのる

と空五宅雲雪望書界長霊安定空襲を竺望書雰品。語き

!?星32igHA肇ZEZ議員 dA 52 
3LS22:里郡守護」野路鰐手技
て副翠怠 習教護憲5遍警官字詰
中と 唱 z 病知尿 措く

時 号足 F駐 軍量挙

豊富告掲保鎚センター

覇盛時間 午後1時-2時
盤持参参ずるも白 母子健康手際本部

思j問、軍記用異

題対艶 主語種当日に縞12か月を経過[3か月児]
して72か月来慌の幼児。主主控18か月 7月 1臼 田年3月 1日-10日生
からおか汚の簡に受けるのが一番ょ i7月 8日 56年 3 月 11 日 ~20日生
れ i 7月22日 56年 3月21臼-31日生
麹接種方法務業医・病院で年間(i日韓児1
7'8，Flを除<)を混じて接積でき i7月 28 幻年 5 刃 1 臼 ~10日生
品。接種臼は医郎とむ相談を。融自 i7月238 53年間11日 ~20日空
として主治援で受ける。 17月30日 53年 5月218-31日生
綴料金無制

覇持静するもの 母子爆瞳亨ニ娘、探

険罰E

かのまたみき

鹿又美紀ちゃん L 

1公平塚市長持291-1 高柴ヱ務
癌にお勤め¢路又韓朝古んて35歳〉
と容子古ん (29歳〉の長女。現在
6か月で樟盤8培、身長62畑、 55
年12月 3臼生まれ包
美紀ちゃんには、はずかしがり

やの昭弘け揖〉お兄ちゃんカgい

るが、いつもかわいがりすぎて泣

かす。でも、女の子のわEつには活

発で、あまb苧がかからない良い
子とママe ノわ対立アユつDの名人
在、先日も6む弔つって宮た。

(1辺間の間関で 2回受ける〉
i畠加昨年初回接相を完了した拍児
(1回受ける〉

[1"司自1 (6月〕
23臼 部健センタ}
[ 2回目1 (6丹]
17臼 中原公民館、民岡崎弘民館
18臼 企図公民館、民金田公民館

毎月実施している.受けやすい晶

溺で受げていただきたい。

事調揮1期 31El受ける
・対象 2歳(24か月:から4畿 (48
D'丹〉までの幼児。なお、接種間痛
は 2回 3留とも 3週間から8週間。
盤第2期 1間受げる
・対親揮l期沼el3慰留が終わって
からl年以上1年 6か月以内自j閉路
に受ける。なお、部1銀1を早めに受
けて、餌2期もなるべ<4緩までに
終了するようにしていただ古たい。

[8月]
24臼箔祉企館、健開会館
j由公民館

25日 大野公民館、横内岳地集会場
出豊田公民館

26日開偲セジタ}
問中央E空協土沢支所
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習
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巡沼健康珍阪の日穏

9 '30-11∞13' 3ト応部
長持公民察官

北久時公民館

漁業協同組合

片岡公民館

惚公民館

万回公民館

j;li守iF21!?
;if;jiijfji 

851JIl 

9251亡弓

2931弓301円
190円

273円

174円

174月

2311可
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叩
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砂

サ
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明

間

プ

灯

よ
①審緩や建築棺料などは掛さない

宅地内や窓内に整理主して騒いていただき

道路はLEし〈使って〈ださい。

⑦商品中旬轄がらをと坦さない

会訴滋にはみ出していると、辞行者の通行

CIDM童錨工事などで占用するとき
事前に務事と市役所iこ手続きをとり、許
可を樽てから行って下さい。

(j)躍木やさ主けがさ聖のXlJtJ込みを

庭木中主主ゆがきがのびて交通の見通しを

慈〈しているとζろがあ静ます.大曹な

事故の原因となるので、刈E込みを励仔
して下吉い。

担当重量扱轡E聖裸

臨商品自 豚肉、ハム金品

割引 平常信蹟!J申告価格の

100gにつき20円安。

Eただし、一部時節品控除く〉

問い合わせば市役所地域づ<!J認

f慾謡23-1111内輯264)
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長
プ
ー
ル
に
は
駐
が
明
和
レ
て
な
い
も
由
一
は
、
掲
誠
で

投

X、
基
・
水
混
の
検
査
妻
、

E-と
選
管
、
市
案
税
関
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
期
間
程
雲
ま
せ
ん
。
む
了
妻
。
会
議
V

臨む
君主主主主ミ O 百芝辛苦苦 O 芝草辛苦手

は

gT 季ゑ

プールマ元気に遊ぶ子供たち。ブール陶芸雪は7月!日

マ
ム
制
覇
平
埋
橿
用
金
問
本
間
口
6
際

詳
し
く
は
、
湘
南
地
区
存
政
セ
ン

タ
ー
県
民
部
畑
町
民
現
〈
母
語
m
j
}
一

七
一
一
)
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

一
開
闘
際
児
童
週
間
開
…

関
一
一
国
カ
ナ
ガ
ヲ
一
ビ
エ
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ナ
ー
レ

国
糠
氾
窓
留
巡
回
展
が
平
援
で
も
開

鰭
苦
れ
る
ζ
と
に
な
っ
た
e

ザ
び
色

来
場
を
。

マ
期
間

7
R
2日
1
7月
7
g

v金
調
梅
田
E
6階
睡
し
物
揖

一
巡
回
更
生
相
談
一

身
岱
障
害
者
自
補
鞍
馬
な
主
に
つ

い
て
、
巡
包
更
生
穏
診
を
行
っ
て
い

る
。
今
回
は
盤
諺
プ
ロ
ッ
ク
。

マ
期
日

6
舟
幻
百
、

7
月
u
g

午
睦
1
時
か
ら
3
時
ま
で

V
A
M
揖
福
祉
会
館

松
原
公
民
銀
行
事
一

マ
+
品
目
晴
・
粘
土
品
開
車
一
(
第
一
・
第
一
一
一

金
盟
百
四
午
按
〉
聖
誕
問
者
募
軍
中

門

V

無
料
法
揮
招
観

(
8
R
n日〉

相
談
闘
は
弁
幾
土
の
寅
原
地
光
民
。

前
日
ま
で
に
申
ん
込
み
を
@

@
松
原
公
民
賠

n
i八
一
八
六

一
口
比
四
醐
講
習
会
↑

平
均
描
レ
h
y
p
z
?ジ
ョ
ン
民
間
刷
協

会
で
は
、
新
曲
講
習
由
主
耐
聞
く
。

マ
期
日

8
月
幻
日
〈
火
〉
午
後

1
時
か
ら
4
時
ま
で

マ
会
場
見
附
台
武
道
場

マ
害
加
費
無
制

市
営
プ
ー
ル
利

用
者
に
お
腰
い

七
月
二
日
か
ら
二
十
自
ま
で
、
次

む
岳
混
で
宇
校
水
泳
教
事
羽
山
行
わ
れ

る
。
一
般
の
方
の
利
用
は
で
き
る
が

遊
抽
よ
さ
迷
感
9vお
か
け
す
る
ζ

と

が
争
Q

の
で
、
む
了
解
を
e

v飽
棋
タ
岳
ノ
1
ん
月
ム
髄
臼

の
午
前
午
後
、
土
摺
日
の
午
前
。

マ
潟
園
出
拙
揮
公
濁
プ
ー
ル

闇
河
口
由
午
前
中
。

四
十
七
万
五
干
お
百
七
+
肉
、

差

問

襲

警

告

社

関

口

語

十
万
円

曹
込
書
祉
へ
・
夫
怠
会
娯
均
L

P

字
選
弱
相
撲
大
企
塗
加
者
一
間

十
八
万
主
十
五
音
一
一
一
十
七
月
、
相
相

馬
手
ニ
ヰ
内
、
制
持
議
江
一

九
百
周
十
一
一
一
一
円
、
熊
沢
一
春
一

m
円
二
円
童
美
代
子
二
百
四
十
肉
、

大
久
保
強
豪
一
一
平
向
、
青
空
カ
y

パニ
1

一
一
一
千
一
一
一
百
六
十
四
将
、
土

屋
却
苦
学
校
七
千
五
百
円
、
寓
回

与
一
み
こ
し
罷
存
金
三
千
四
十
二

円
、
石
川
和
注
一
一
宮
二
十
八
円
、

増
沼
誠
治
円
山
富
二
十
荒
丹
、
山
口

平
八
二
千
円
、
石
岡
犠
之
勧
五

千
得
、
平
一
車
帰
京
蓮
合
会
五
ヰ
出
門

マ
憩
ま
れ
な
い
〈
兇
)
方
へ
・
一
市

民
支
甘
筒
、
援
名
一
一
千
円
、
つ

も
る
会
落
合
五
千
内

wv
心
身
障
害
〈
児
〉
者
へ
・
一
市
出

千
万
円
、
江
勝
中
学
校
梅
町
田
克
百
a

八
開
笥
遭
苔
八
寸
一
一
向
、
宮

商
山
口
会
忠
実
箆
平
塚
岩
八
千

円マ
交
通
溜
児
へ
a

故
落
合
政
缶
百

万
円

犬@ねこの巡間収容

県動物保護セYタ」では、捨て犬、捨てね

ζ によるりら犬、のらねと白増加と、犬むζ

による危笥を紡ぐため、今回も次白日程でい

らなくなっア亡犬、ね己申巡回収容を行う.

当日、犬を出される方は f印かんJ f犬由
鑑札J r岳且ず前緊J f愛犬ヲ三楠j を持番の5
え金場へお出かけを。なお、収容車白停留時

間は10分間」また、むとは蘇袋かダYボーノレ
稿に入れていただきたい。

7月4縫(土) 7月11臼〔ニ1:)
9 '00 神田公民館 9 ，00 松原公民館
9 '25 大野公民館 9 : 20 謂費公民館
9 : 50 笠田公民館 9 : 40 花水公民館
10: 10 掛島公民館 10:00 富士見公民館
10: 30 金出公民館 10: 30 中原公民館
10: 50 問崎公民館 10:55 沼公民間
11 : 10 金思公民館 11 : 15 吉沢公民館

昭和初期の高額山 一一>23<一一
こを吸っている
発生した包雲は、む〈む〈上へ上

とあが担、頭上にのしかかり、時

には露鳴をとどろかせ、今にもひ

と降由来そうになるが、雲要は問西

の気流に乗って、厚木・相模原・

東京都、さらにモの向ζ うへと流

れ、そちらのフヲヘ肝聞をもたらせて

しまう。 ζ の醤揮は、その現室長と

酷軍でつくっているほた皇nとを組
み合わぜたものである。

f富士山が笠をかぶっているJ

は、富富士山の上にで霊た主主禁をさ

したもりで、活再Dの事館君主が強

〈吹〈 ζ とを窓味し、 flll士山が

帯をしめて曹たJは、富士山田す

そをとb巻いて細長い察が発生し

た、近日中に降憶が耳耳持されそう

だというととである。

f高鰭山がたほζを吸っているj

は、見方も費混も、 ζれらに劣ら

ない傑作である。

新宿のととを重章者雪と8朝した人

がいた。乏しい水邸、やせた熔、

貧しい生活は余綾なかったろうが

との露覇者生んでいるととが示す

ように、腕る〈、ユ}モアtこ輔ち

た日々を逃むしていたのではない

か、そう思える。

〈文費白井弘〉出おたずねI立市

党纏吉九欝"'-(獲量重量31-ll酪主〉
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E 今は耳にしないが、新宿方面に
-高理事山がたばζ を吸っているj

Eとの言葉があったe
i 溺をもよおし、高崎山に務がか
Eか自はじめた時、新宿方組からと
Eれを見ると、開斜間の出張った所
5が人間の鼻のように浮き出て、そ
5の下から阿部jにカ斗:rて流れる携が
Eたばこの煙を鼻から吐いているよ
Eうに見える，との欝揮は、その状
E態を童書ったも自で、間もなく雨カ2
5降って来るとの予報であった。
E ζの現象や言葉は、住民の常識
Eとなっていて、 ζの状態をjll，つけ
Eただれかが「高鷹山がたばζ を吸
2ってんど E吸っているぞ)Jと叫L

iぷと、家族は fあいよj とばかU
j往事掛かどらぜたb、ほし物や
lilllた〈物の取担乙みにかかったり
Eしていた。
E 身近な自然読書裂から天候を予知
3した嘗喜劇立、市内にも沢山あって
Eその中には、 f大LLl神王zCかんだ
iち〉と構り四また餅や来そうでζ
EないJ r~富士山が主主をかぶってい

EるJ f~富士山が帯苦しめてきたJ

Eなど、部自い言言い方をしているも
iのがある。
「大山神立と陣白のぼた餅'1'来

そうでこないJは、異変、大LLlで

事
ん
は
、
「

4
Tの
乙
と
が
私
自

身
が
恥
ず
か
し
い
と
恵
、

pmN争
人

的
E
L
つ
一
れ
て
い
げ
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
A
子
は
周
囲
か
ら
の
刺
激
も

少
少
¥
私
も
白
熱
に
接
す
る
と

と
が
で
き
な
ξ
て
、
主
け
い
に
遅

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
私

自
語
白
問
題
な
ん
で
す
ね
。
ヤ
}
脅

え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

120

に
、
「
勇
気
を
出
し
て
幼
稚
磁
の
地

ひ
と
D
っ子

C
A子
ち
ゃ
ん
は
の
お
か
あ
声
γ
ん
に
語
を
し
た
ら
、

幼
稚
関
占
?
宮
の
守
で
す
。
発
モ
白
お
か
あ
古
ん
の
知
っ
て
い
る

達
が
壊
れ
て
い
る
の
甘
ほ
な
い
か

A
子
の
母
子
を
教
元
て
〈
れ
た
。

と
心
配
し
て
、
お
か
あ
さ
ん
が
相
私
が
思
っ
た
よ
り
A
字
は

126〈

割

に

み

え

非

主

。

や

っ

て

い

る

喜

品

、

親

莞
L
な

銭
高
面
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に
司
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F
口
ぷ
り
甘
惑
っ
て
考
え
て
く
れ
遊
ぴ
に
来
る
よ

ず
お
か
あ
占
宇
ん
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、
近
所
要
五
行
誘
っ
て
く
れ
る
人
も
君
主
、

い
も
な
く
、

A
子
ち
ゃ
ん
と

2

今
ま
骨
々
は
、
白
日
刀
か
p
i聞
を
か
け

人
で
容
ιい
る
の
明
歳
入
っ
て
し
る
ζ

と
が
で
者
子
仁
、
ひ
と
D
で

ま
い
、
つ
い
A
乎
ち
ゃ
一
三
二
伊
』
落
ち
と
ん
で
い
た
ん
で

ん
芋

νmgcと
が
多
弐
ノ
一
、

F
7
E
と
報
告
し
て
く

く
な
っ

E
い
た

4
フ
芭

d
u
h
J
7
f品
れ

手

k
v

ず
。
も
と
も
と
お
か
あ
一
一
誕
百
四

3
2
1警
告

え
は
、
内
向
的
で
人

F
と
J

三
d
「
私
は
こ
れ
ま
で
自
分

と
語
を
す
る
の
ど
事
務
~
パ

Y
L
の
内
向
的
な
住
格
は
ど

な
り
で
、
平
戸

E
の
こ

f
-
Z
二
一
週
う
に
も
な
ら
な
い
も
白

と
を
心
配
し
介
抗
争
も
、

Z
E
と
吾

Eめ
て
い
手
し
た
が
、

A

だ
遅
れ
て
い
る

ιと
を
ま
わ
り
の
子
の
お
か
げ
で
も
う
一
度
自
分
の

人
に
気
づ
か
れ
な
い
喜
フ
に
と
思
性
格
者
与
え
さ
せ
吾
れ
ま
し
た
。

っ
て
幼
稚
銅
お
ら
さ
っ
曹
と
つ
れ

A
子
の
た
め
に
と
啓
一
宇
と
、
己
れ

て
帰
る
な
ど
、
官
房
の
狭
い
怒
い
か
ら
も
自
分
を
変
え
て
い
く
ζ
と

脅
し
て
い
た
と
の
ζ

と
で
一
す
。
が
で
き
そ
歪
で
す
」
と
筈
さ
宰
き

お
か
あ
宰
ん
と
の
あ
詰
を
何
度
と
静
岡
今
も
毎
日
が
ん
張
っ
て

か
換
ね
て
い
く
う
ち
に
、
お
か
あ
い
ま
ナ
e

7月 l臼現在で金額いっせいに工場、A'i錦、金

社などを対象とする事業所統計調査がj実施されま

す。

にの韓宝まは我がE盟の注業構造をllIlらかにするζ

とによl:>、 E留や地方公共窃障におげる各種行政施

筒自主基礎費棋として役立てるととがねらいです，

8月下旬fこ輯査員がお伺いしますので、調査に
む協力〈ださい。

総務部総務課統計総軍基時

電話 23-1111内観348

。巡翻包稜 8月18日(木)10時-15時江南高
校/6月208C土)1明暗--..15時なでしζ虫館〈な
でしζ勉尽)/6月22日(月)-24日 α0・26
臼 E金) 9時-，15時横慌ゴム E株)/6J'J278 
C土)9時-15時五領ケ台高杉じ/6月29日〈丹〉
10時-15時 日産すニー湖南販売(株)/6月30
臼〈グ0 ・7月2日(木)1閣寺-15時東海大学
悼育会/7月11日 E土)1α時---lL鴨神車川県平
塩合同庁舎唱 13時-15時大神寄木神社前仁大神
地区〉

~へ~、~ど協力あ哲がとうございました円~-~

東海大学540輩、大野地区自治生59本、損器地区

自治金93京、九日地区自治虫117輩、北口一次')-
クラブ 146二本、平畢
ライオンズクラブ

130，"，、横揖ゴム仁掛〉

ハマタイト工場 59
2宏、横揖エイロタイ

ツプ55車。
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